
パラリンピック競技

五人制サッカー五人制サッカー (ブラインドサッカー)

五人制サッカーとは？

視覚障害者（全盲）のフィールドプレイヤー４人と目の見える
ゴールキーパー１人の、５人１チームでプレイする競技。

三つの大きな特徴

図：特定非営利活動法人日本ブラインドサッカー協会 公式サイトより抜粋

※「ボイ」はスペイン語で「行く」という意味

転がると「カシャカシャ」と音が出る
特別なボールで、全盲の選手もボール
の位置や転がりが分かる。ボールは、
フットサルボールと同じ大きさ。

転がると音の出るボール 「ボイ！」の声掛け
選手はボールを持って相手に向かっ
ていく時に「ボイ！※」と声を出し、
自分の存在を知らせる。声を発しな
い場合は、ファールをとられる。

敵陣ゴールの裏にガイドと呼ばれる味方が立ち、
声を出してサポートする。ガイドや監督からの
指示、選手同士の声の掛け合いを含めたコミュ
ニケーションが勝負の鍵を握る。

目の見える人の協力

ピッチのサイズ
40ｍ×20ｍ

ボールを奪いに行く時は

【監督】

チーム全体を指揮

ピッチ中盤に指示を出す

【ガイド（コーラー）】

ゴールの位置と

距離や角度を伝える

【フィールドプレーヤー４人】

アイマスクをつけてプレー

【キーパー】

晴眼者または

弱視者が担う

「ボイ！」と声を出す

転 が る と

音が出るボール

サイドラインには
腰上の高さのフェンスがある


